
新校時程について 

１ 校時程は３種類あります 

○ 月、火、木、金の「通常校時程」と、水曜日の「水曜校時程」、学級・全校専門委員を実施するときの「委員会

校時程」があります。 

○ 委員会校時程は従来６校時（５０分間）に行っていた学級・全校専門委員会を６校時後に２５分間で

実施する時の校時程です。時間が半分になったので、学級専門委員会と全校専門委員会は日を分けて実施し

ます。 

２ 月～金曜日の校時程が統一されます 

○ １校時～６校時までの授業の開始時刻と終了時刻を各時間の３５分と２５分にそろえました。 

○ 校時程では朝の会が８：２０～８：３５（１５分間）となっていますが、朝の会終了後から１校時の授 

業の準備・移動の時間が含まれています。 

３ 生徒活動の時間が新設されます 

○ 従来、朝自習の時間であった８：００～８：２０の時間に委員会の活動や集まりなどができるようになります。

計画的に実施しましょう。特に何もない日は従来通り、読書や朝学習の時間になります。 

４ ４５分間の昼休みを２回に分割します 

○ 昼休みを給食の後の３０分間、帰りの会の後の１５分間に分割します。 

○ 帰りの会が終わっていますので、１５分の昼休み中に下校したり、部活動に行ったりして構いません。 

５ 清掃が６校時の後になります 

○ ６校時終了後、直ちに教室の机を下げて清掃時の服装に着替え、所定の場所に移動します。（６校時が移

動教室の場合は５校時に机を下げておきます） 

○ 準備ができ次第、１０分間の清掃に取り組みます。１５：４０には帰りの会が開始できるように清掃場所か

ら戻ってきます。 

６ 部活動の下校完了時刻が１７：４０に統一されます 

○ 月ごとに異なっていた下校完了時刻をすべて１７：４０にそろえました。 

○ 帰りの会終了後（１５：５０～）から部活動が開始できます。 

○ １７：４０の校門通過が厳守できるように、部活動に応じて練習をやめて片付けを始める時刻や、帰りのあい

さつをする時刻を考える必要があります。顧問の先生に確認してください。 

７ 時間割を固定化します 

○ 毎週時間割が提示されていましたが、固定時間割に変更します。特に変更がない場合は、その曜日の時間割

を実施します。 

○ 例えば、月曜日に他の曜日の時間割を実施する場合は、月行事案や週行事案に「金曜時間割」「火①②③

水④⑤」などの表記があるので注意してください。 

○ ３年生の技術と家庭は１週間交代で実施します。詳しくは教科担任の先生に確認してください。 

○ 月行事案、時間割案は学校のホームページにも掲載されています。 


